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最終学歴・学位等 
最終学歴：筑波大学大学院人間総合科学研究科博士前期課程体育学専攻  
学  位：修士（体育学） 
資  格：健康運動実践指導者、日本スポーツ協会公認コーチデベロッパー、ランニング学会公認ランニング

指導員 
 
所属学会等 
日本体育・スポーツ・健康学会、日本体育・スポーツ経営学会、日本スポーツ産業学会、ランニング学会 
 
 
主な職歴 
2007 年 4 月-2009 年 2 月 株式会社新潟アルビレックスランニングクラブ競技部（女子駅伝チーム） 
2011 年 4 月-2015 年 3 月  了徳寺大学整復医療・トレーナー学科非常勤講師 
2014 年 4 月-2015 年 3 月 帝京大学医療技術学部スポーツ医療学科非常勤講師 
2014 年 4 月-2015 年 3 月 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団東京都広域スポーツセンター専門員 
2015 年-4 月 2018 年 3 月 作新学院大学経営学部スポーツマネジメント学科専任講師 
2018 年 4 月-現在     上武大学ビジネス情報学部スポーツ健康マネジメント学科講師 
 
 
専門・研究領域 
専  門：スポーツ経営学（スポーツマネジメント） 
研究領域：地域スポーツ、生涯スポーツ 
 
担当授業科目 
スポーツ社会学、スポーツマネジメント論、スポーツ産業論、スポーツ施設管理論、スポーツ用品市場論、 
スポーツ行政論、スポーツマーケティング、スポーツの科学 A、スポーツの科学 B 
専門ゼミ、卒業研究 
 
 
主な論文・著作  
・菅谷美沙都：栃木県の総合型地域スポーツクラブ設立状況とクラブ育成支援の課題．作大論集第 7 号,121-

135，2017． 
・関根正敏,天野和彦,菅谷美沙都ほか：「豊かなクラブライフ」によるアウトカムとは何か－総合型地域スポー

ツクラブにおけるアウトカム項目の検討プロセス－．体育・スポーツ経営学研究第 31 巻，1-23，2017． 
・菅谷美沙都，鍋倉賢治：ランニングクラブにおけるクラブ運営の現状と課題－全国展開するアミノバリュー

ランニングクラブを対象として－．ランニング学研究 Vol.29,No.1，27-37，2017． 
・菅谷美沙都，関根正敏，小山さなえ：地方都市におけるプロスポーツクラブの連携．体育経営管理論集第 11
巻，17-30，2019． 

・望月拓実，柴田紘希，斎藤麗，菅谷美沙都，横山剛士，石井十郎，川崎登志喜，藤田雅文，中路恭平：大学
生のスポーツライフの実態からみる生涯スポーツ普及に向けた課題の検討．体育・スポーツ経営学研究第 34
巻，45-63，2021． 

 
（書籍等） 
・未来を拓くスポーツ社会学．山田明編 株式会社みらい 2020 年 4 月（共著） 
 
 


